
2019年 9月 2日より施行 

 

サイラムザ療法 

FN：低 催吐性：最小 

診断名：治癒切除不能進行・再発胃癌の 2次治療 

（サイラムザ＋パクリタキセル併用療法後） 

○投与スケジュール（1 コース 28 日間） 

Day1､15：サイラムザ（ラムシルマブ）     div  ８㎎／ｋｇ  

 

○注意事項 
・Grade1 又は 2 の infusion reaction 現れる場合には、解熱鎮痛剤（ｱｾﾄｱﾐﾉﾌｪﾝ等）及びステ

ロイド（ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ等）の前投薬追加を考慮すること。またそれ以降は投与速度を 50％減

速して投与すること。Grade3 又は 4 の infusion reaction 現れた場合、投与を中止し再投

与しないこと。 

・有害事象（国際共同第Ⅲ相無作為化比較試験） 

腹痛 28.8％、高血圧 16.1％、下痢 14.4％、動脈血栓症 1.7％、静脈血栓症 3.8％、infusion 

reaction 0.4％、消化管穿孔 0.8％ 

出血 12.7％、好中球減少 4.7％、白血球減少症 0.4％、うっ血性心不全 0.4％ 

〇中止・減量基準 
 

 


